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 第２章 子どもを取り巻く地域の状況  

１．子育てに関する現状 

 

（１）少子化の動向 

① 総人口年齢３区分の推移 

53,288 53,777 52,774 52,808 52,803 52,858 52,866 52,460 52,312 52,065 52,167

11,355

33,772

11,08210,76110,36910,1769,9659,7199,4619,1879,12810,988

34,00534,52634,966
35,42335,934 36,777 35,929 35,779 35,648 35,519

6,366 7,035
6,9737,0207,1207,2677,3747,4367,5687,6587,872

0人

10,000人

20,000人

30,000人

40,000人

50,000人

60,000人

平
成
2年
 （
19
90
）

平
成
7年
 （
19
95
）

平
成
12
年
 （
20
00
）

平
成
13
年
 （
20
01
）

平
成
14
年
 （
20
02
）

平
成
15
年
 （
20
03
）

平
成
16
年
 (2
00
4）

平
成
17
年
 （
20
05
）

平
成
18
年
 （
20
06
）

平
成
19
年
 （
20
07
）

平
成
20
年
 （
20
08
）

総数 0～14歳 15歳～64歳 65歳以上

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○人口は、平成 12 年の国勢調査によると、初めて５万２千人台となりましたが、その後

一貫して５万２千人台を確保しています。 

○しかし、年齢３区分の構成比の推移を平成 7 年と平成 20 年で比較すると、0～14 歳は

17.0％から 13.5％に、15～64 歳は 68.4％から 64.8％に、65 歳以上は 14.6％から 21.7％

に変化しており、少子化、高齢化の推移が顕著となっています。 

人口構成比の推移

0～14歳 15～64歳 65歳以上
結城市 20.6% 67.5% 11.9%
茨城県 19.6% 68.3% 11.9%
結城市 17.0% 68.4% 14.6%
茨城県 17.1% 68.7% 14.2%
結城市 14.5% 68.1% 17.4%
茨城県 15.4% 68.0% 16.6%
結城市 14.3% 67.8% 17.9%
茨城県 15.1% 67.8% 17.1%
結城市 14.1% 67.5% 18.4%
茨城県 14.9% 67.5% 17.7%
結城市 14.0% 67.2% 18.9%
茨城県 14.6% 67.2% 18.2%
結城市 13.8% 67.1% 19.1%
茨城県 14.4% 66.9% 18.7%
結城市 13.6% 66.7% 19.8%
茨城県 14.2% 66.4% 19.4%
結城市 13.5% 66.1% 20.4%
茨城県 14.0% 65.7% 20.2%
結城市 13.4% 65.5% 21.1%
茨城県 13.9% 65.3% 20.7%
結城市 13.5% 64.8% 21.7%
茨城県 13.8% 64.6% 21.6%

平成14年

平成15年

平成16年

平成2年

平成7年

平成12年

平成13年

平成17年
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平成19年

平成20年

※茨城県常住人口調査（平成 2,7,12,17 年は国勢調査) 

※茨城県常住人口調査（平成 2,7,12,17 年は国勢調査) 
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 ② 児童人口（子ども数）の推移 
○０歳から 17 歳までの子ども数の推移では、平成２年の 13,956 人から平成 20 年の 8,564

人へと約 5,400 人（約 39％）が減少しており、18 年間での少子化の傾向が顕著にみら

れます。 

○年齢別の構成比では、平成２年では０～５歳 25.5％、６～11 歳 33.3％、12～17 歳 41.2％

だったものが、現在ではそれぞれ 32.1、33.0、34.9％とほぼ同数となっています。 
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※茨城県常住人口調査（平成 2,7,12,17 年は国勢調査) 

※茨城県常住人口調査（平成 2,7,12,17 年は国勢調査) 

0～5歳 6～11歳 12～17歳

平成2年
（1990）

25.5% 33.3% 41.2%

平成7年
（1995）

26.0% 32.2% 41.7%

平成12年
（2000）

27.5% 32.2% 40.3%

平成15年
（2003）

31.2% 31.0% 37.8%

平成16年
（2004）

31.6% 31.2% 37.2%

平成17年
（2005）

31.2% 32.5% 36.3%

平成18年
（2006）

30.9% 32.8% 36.2%

平成19年
（2007）

31.1% 33.0% 35.9%

平成20年
（2008）

32.1% 33.0% 34.9%
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 ③ 出生数、出生率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④ 年齢別未婚者の割合 

○未婚者の推移を年齢別に見ると、男性では 25～29 歳、30～34 歳の未婚者の比率が高ま

っており、晩婚の傾向がうかがえます。 

○女性においても同様の傾向が見られますが、25～29 歳の未婚者は平成２年では 30％強

だったものが、平成 17 年では 50％を超えるなど、20 代後半の未婚者の割合が高まって

います。 

 

１）男性 
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出生数・出生率（人口千人あたり）

出生数 出生率
平成12年 476人 9.2人/千人
平成13年 477人 9.2人/千人
平成14年 439人 8.5人/千人
平成15年 445人 8.6人/千人
平成16年 467人 9.0人/千人
平成17年 392人 7.6人/千人
平成18年 414人 8.1人/千人
平成19年 471人 9.2人/千人
平成20年 452人 8.8人/千人
※茨城県保健統計年報（平成20年度は概数）

結城市○本市における出生数・出生率は平成 12

年からの数値を見ると、ほとんど変化

していません。このことが①総人口年

齢３区分の推移でもみたように、人口

がほとんど減少していないことへとつ

ながっていることがうかがえます。 

※国勢調査 
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２）女性 
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⑤ 初婚年齢の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    このように少子化傾向は、結婚年齢が高くなり、また未婚者の割合が高くなること

等も要因の１つとなっていることがうかがえます。 

 

 

夫 妻

平成12年 28.6歳 26.0歳
平成13年 28.4歳 26.3歳
平成14年 28.6歳 26.6歳
平成15年 29.7歳 27.1歳
平成16年 29.9歳 27.4歳
平成17年 29.2歳 27.3歳
平成18年 29.5歳 27.6歳
平成19年 30.0歳 27.3歳

結城市
○本市における初婚年齢の推移を見ると、

夫、妻ともに、平成 12 年と平成 19 年を

比べると、夫が 1.4 歳、妻が 1.3 歳ほど、

初婚年齢が高くなっています。 

※国勢調査 

※人口動態統計
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（２）家族・地域の状況 

① 世帯数、世帯人員 
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② 就業人口の変化 

○就業人口は平成７年をピークに若干減少傾向にあります。 

○就業構造は、平成７年に第２次産業と第３次産業の比率が逆転しましたが、その後第３

次産業が一貫して増加し、第１次、第２次産業は減少が続いています。 
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○人口は、わずかに減少していますが、世帯数は着実に増加傾向にあり、平成２年から平

成 20 年の間に、約 22％（3,068 世帯）増加しています。 

○それに対し、一世帯あたりの人員は、同年の間に 3.8 人から 3.0 人に減少しています。

※茨城県常住人口調査（平成 2、7、12、17 年は国勢調査） 

※国勢調査 



結城市次世代育成支援後期行動計画 

-8- 

③ 女性の就業率 

○女性の就業率は、Ｍ字の形に大きな変化はありませんが、30～34 歳の就業率は、平成２

年～平成 12 年にかけて、ほぼ 60％弱であったものが、平成 17 年では約 67％程度に上

昇していることが新たな傾向として読み取れます。20～24 歳以外は、総じて、女性の就

業率は、過去に比べて最も高い値を示しています。 
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※国勢調査 
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（３）市の就業環境 

※結城市男女共同参画に関する事業所アンケート調査報告書（女性政策室より） 

①男女が共に育児・介護をしながら働くことについて（複数回答） 

50.9

20.7

17.2

3.5

2.6

1.7

3.4

0 10 20 30 40 50 60

育児・介護における休業制度を設けている

育児中または介護中の従業員に対し、始業・就業

時刻の繰上げ・繰下げの制度を設けている　　　

特に何もしていない

育児・介護を行う従業員のために、在宅勤務・フレッ

クスタイムなど柔軟な勤務制度を採用している　　　

育児・介護に要する経費の補助または

貸付を行っている　　　　　　　　　

事業所内に託児施設を設けている

その他

%

 

 

②（上記設問①のうち、「育児・介護における休業制度を設けている」と回答した事業所） 

子どもが何歳になるまで育児休業を取得することができるか。 

 

49.1 39.0 5.1 5.1 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１歳未満 １歳～１歳６カ月未満 １歳６カ月～２歳未満 ２～３歳未満　 ３歳以上　

 

○育児・介護における休業制度を設けている事業所が 50.9％であるのに対し、特に何もし

ていない事業所が 17.2％となっています。 

○育児休業制度については、「１歳未満」が 49.1％と最も多く、次いで「１歳～１歳６カ

月未満」が 39％となっています。 

＊その他  

・申し出による残業制度。 

・事業所内に託児施設を設けることを検討中。 

・制度としては設けていないが必要に応じ臨機応変に対処している。 

n=116

n=59 
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③平成 19 年４月１日から平成 20 年３月 31 日までの間に出産又は配偶者が出産した従業員

の人数。 

 

 
本人又は配偶者が出産した 

従業員人数 

育児休業を取得した 

従業員人数 
取得率 

女性 99 人 57 人 57.6% 

男性 115 人 3 人 2.6% 

○育児休業の取得率は、女性が 57.6％に対し、男性は 2.6％と低くなっています。 
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２．保育及び教育環境 
 

（１）保育所（園） 

 

 

 

 

 

●保育所（園）の状況（平成２１年３月１日現在） 

特別保育事業等実施状況 

保育所(園)
名 

定員 保育時間（平日） 保育時間（土曜・休日）
通
園
バス

延長
保育

育児
相談 

地域
活動
事業 
※ 

休日
保育

一時
保育

城西 
保育所 

80 名 7 時 30 分～19 時 00 分 7 時 30 分～12 時 30 分  ● ● ○   

山川 
保育所 

60 名 7 時 50 分～18 時 00 分 7 時 50 分～12 時 00 分   ● ○  ● 
公
立 

上山川 
保育所 

60 名 7 時 50 分～18 時 00 分 7 時 50 分～12 時 00 分   ● ○   

明照 
保育園 

90 名 7 時 00 分～19 時 00 分 7 時 00 分～12 時 00 分  ● ● ●   

みくに 
保育園 

150
名 

7 時 00 分～19 時 30 分 7 時 00 分～17 時 30 分 あり ● ● ● ● ● 

ふたば 
保育園 

150
名 

7 時 00 分～19 時 00 分 8 時 00 分～13 時 00 分 あり ● ● ●  ● 

つくば 
保育園 

130
名 

7 時 30 分～19 時 30 分 
8時 00分～17時00分(休
日8時30分～17時00分)

あり ● ● ● ●  

たま 
保育園 

90 名 7 時 30 分～19 時 00 分 7 時 30 分～17 時 30 分 あり ● ● ● ● ● 

あすなろ
保育園 

60 名 7 時 00 分～19 時 00 分 8 時 00 分～16 時 00 分  ● ● ●   

かなくぼ
保育園 

90 名 7 時 00 分～19 時 30 分 8 時 00 分～13 時 00 分 あり ● ● ●  ● 

私
立 

もろ 
保育園 

45 名 7 時 30 分～19 時 00 分 8 時 00 分～13 時 00 分 あり ● ● ●   

※「地域活動事業」は、補助事業として実施しているものであり、私立保育園が対象となります。公立保育所

では異年齢児交流事業等、独自の地域活動事業を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

○保育所（園）は公立３所、私立８園で合計 11 所（園）となっています。 

○定員は公立 200 名、私立 805 名、合計で 1,005 名となっています。 

○休日保育は、私立保育園３園で実施しています。 

※社会福祉課 
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（２）学童クラブ及び利用状況（放課後児童健全育成事業） 
 

 

 

 

 

 

●学童クラブの状況（平成２１年３月１日現在） 

名称 保育時間（平日） 
長期休暇 

学校の振り替え 
土曜日 

結城西小学童クラブ 13 時 00 分～18 時 00 分 7 時 40 分～18 時 00 分 7 時 40 分～18 時 00 分

結城小学童クラブ 13 時 00 分～18 時 00 分 7 時 30 分～18 時 00 分 8 時 00 分～18 時 00 分

城西小学童クラブ 13 時 00 分～18 時 00 分 7 時 30 分～18 時 00 分 - 

城南小学童クラブ 13 時 00 分～18 時 00 分 8 時 00 分～18 時 00 分 - 

江川北小学童クラブ 13 時 00 分～18 時 00 分 7 時 30 分～18 時 00 分 - 

絹川小学童クラブ 13 時 00 分～18 時 00 分 7 時 00 分～18 時 00 分 - 

 

 

 

 

 

 

 
※社会福祉課 

（３）幼稚園 

 

 

 

 

●幼稚園の状況（平成２１年３月１日現在） 

 園名 保育時間（平日） 保育時間（土） 預かり保育

私立 富士見幼稚園 9時00分～14時00分 休園 有 

私立 つくば幼稚園 9時00分～15時30分 休園 有 

私立 結城ひかり幼稚園 8時00分～15時00分 8時00分～12時00分(第1、2、3) 有 

私立 玉岡尭舜幼稚園 9時00分～14時00分 休園 有 

※学校教育課 

学年 人数 学童クラブ利用者 割合 

１年生 484 人 74 人 15.3％

２年生 499 人 73 人 14.6％

３年生 494 人 63 人 12.8％

計 1477 人 210 人 14.2％

○学童クラブを行っているのは、市の小学校９校のうち６校となっています。 

○保育時間として、平日はどの学童クラブも 13 時～18 時です。また、土曜日に実施して

いるのは２校です。 

○学童クラブ利用者は、各学年とも 70 人前後で、総数に対する割合は、平均で 14.2％で

す。 

○幼稚園は、私立のみで４園となっています。 

○土曜日の開園は１園で実施しています。 
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（４）学校教育 
 

 

 

 

●小学校の状況（平成２１年３月１日現在） 

 児童数 学級数 

結城小学校  699 人 23 学級 

城南小学校  527 人 18 学級 

結城西小学校  399 人 14 学級 

城西小学校  308 人 13 学級 

絹川小学校  254 人 12 学級 

上山川小学校  183 人 8 学級 

山川小学校  187 人 7 学級 

江川北小学校  219 人 9 学級 

江川南小学校  94 人 7 学級 

計 2,870 人 111 学級 

※学校教育課 

 

 

 

 

●中学校の状況（平成２１年３月１日現在） 

 生徒数 学級数 

結城中学校  523 人 16 学級 

結城東中学校  363 人 13 学級 

結城南中学校  543 人 16 学級 

計 1,429 人 45 学級 

※学校教育課 

 

 
 

○小学校数は市内９校です。 

○児童総数は、2,870 人です。 

○中学校数は市内３校です。 

○生徒総数は、1,429 人です。 
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３．平成 20 年度ニーズ調査結果の概要 

 
（１）平成 20 年度ニーズ調査結果の概要 

① アンケート調査実施概要 

   １）アンケート調査の方法 

     本調査は、結城市に住む未就学児童及び小学生児童の保護者、13 歳～18 歳の中高

生、10 歳代～60 歳代の一般市民を対象に行いました。 

     設問内容は、国が作成した全国統一のモデル調査票による質問内容・形式を基本

としたものに、結城市の実情を加味し、前回調査（平成 15 年度）と同じ設問を盛り

込んだものを作成しました。 

     対象者は住民基本台帳から無作為抽出とし、配布・回収方法は、それぞれ以下の

ような方法で行いました。 

  ●就学前児童保護者へのアンケート 

Ａ.住民基本台帳より就学前児童のいる世帯を抽出し郵送にて配布、保育所来所

時に回収 

  Ｂ.保育所（園）を利用していない保護者には、郵送にて配布・回収 

●小学生児童（保護者・児童本人）へのアンケート 

  Ａ.市内の学校を通して、教室で配布・回収 

●中高生へのアンケート 

  Ａ.中学生：市内の中学校を通して、教室で配布・回収 

  Ｂ.高校生：郵送にて配布・回収 

●一般市民へのアンケート 

  Ａ.郵送にて配布・回収 

 

   ２）アンケート調査の期間 

     平成 21 年２月 23 日 ～ 平成 21 年３月６日 

 

 ②アンケート配布・回収状況 

今回の調査は、質問数も多く、また回答形式もやや複雑だったこともあり、回収率は

51.7％で、前回調査の回収率（53.9％、配布総数 4,557）を下回りました。その中で、中

高生のみ、前回調査を上回っています。 

調査対象者 配布数（票） 回収数（票） 回収率（％） 前回調査回収率（％） 

未就学 905 416 46.0 56.7 

就学（小学生） 920 726 78.9 85.2 

中高生 692 418 60.4 56.2 

一般市民 1,529 533 34.8 43.1 

計 4,046 2,093 51.7 53.9 
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（２）アンケート調査結果（抜粋） 
 

調査結果については、以下の 13 項目について、抜粋して取りまとめたものです。 

（（ ）内はアンケート対象者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.子どもの主な世話者の就業状況（未就学児童、就学児童） 

2.子どもが病気の時の対応について（未就学児童） 

3.緊急の場合の対応について（未就学児童） 

4.保育サービスの利用状況（未就学児童） 

5.学童保育サービスの利用状況（就学児童） 

6.子育て意識（未就学児童、一部就学児童） 

7.地域の環境について（未就学児童） 

8.地域に望むこと（未就学児童、就学児童、一般市民） 

9.「子どもの生命と健康を守る」ことについて（未就学児童、一部就学児童） 

10.「子どもの遊びと学びを豊かにすること」について（未就学児童、就学児童）

11.思春期保健対策に関する中高生の意識と実態について（中高生） 

12.市への要望（未就学児童、就学児童、一般市民） 

13.自由意見（未就学児童、就学児童、中高生、一般市民） 

※調査結果の見方 

（１）結果は百分率（％）で表し、小数点第２位を四捨五入しているため、百分率

の合計が 100％に満たない、または上回ることがあります。なお、回答者を絞

った枝問では、質問該当者を 100％とするのを原則としています。 

（２）複数回答の設問では、回答の合計を回答者の合計で割った比率を用いている

ため、100％を上回ることがあります。 

（３）本文や図中の選択肢表記では、語句を短縮・省略化しているものもあります。
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① 子どもの主な世話者の就労状況（未就学児童、就学児童） 

 

 

 

 

 

 

 

●子どもの身の回りの世話をしている人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●母親の就労状況（パート、アルバイトを含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未就学児童 就学児童 

○子どもの主な世話者は、未就学児童、就学児童とも 90％以上が母親となっています。

その母親の就労状況は、未就学児童は半数以上、就学児童は約 70％が何らかの形で就

労している状況にあります。 

○子どもの主な世話者は母親であることが断然多いですが、就学児童の母親の就労が特

に高い比率を占めており、子どもがある程度大きくなってからは、母親の就業率が高

くなることがわかります。 

未就学児童 就学児童 

n=416 n=726 

n=416 n=726 

無回答
2.4%

就労している（フ
ルタイムだが、い
ま現在、育休・介
護休業中である）

5.5%就労している
（パートタイム、ア
ルバイト等）
30.3%

これまでに就労し
たことがない
5.5%

以前は就労して
いたが、現在は
就労していない

35.3%

就労している（フ
ルタイムで、いま
現在、育休・介護
休業中ではない）

20.9%

祖父
0.0%

その他
0.5%

祖母
3.4%

父親
1.7%

無回答
0.7%

母親
93.8%

母親
91.9%

祖父
0.1%

その他
0.4%

祖母
4.7%父親

1.7%

無回答
1.2%

無回答
7.4%

就労している
（フルタイムだが、
いま現在、育休・
介護休業中である）

0.7%

就労している（パー
トタイム、アルバイト

等）
39.3%

これまでに
就労したことが

ない
2.9%

以前は就労して
いたが、現在は

就労していない

19.1%

就労している
（フルタイムで、いま
現在、育休・介護休
業中ではない）

30.6%
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② 子どもが病気の時の対応について（未就学児童） 

 

 

 

 

 

 

●病気の場合の対応 

 

80

50

4

2

19

1

84

43.1%

0

41.0%

25.6%

0.0%

2.1%

1.0%

9.7%

0.5%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

父親又は母親が仕事を休んだ

親族・知人に預けた

（同居者を含む）　　

保育サービス（病後児保育を実施している施設による

預かりやベビーシッター等）を利用した　　　　　　

子連れで仕事をした

（出勤・在宅とも）　

子どもだけで留守番させた

就労していない保護者が

自宅でみた　　　　　　

その他

無回答

人

 
 

●対応の困難度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○保育所（園）や幼稚園を利用している子どもが病気になった場合の対応については、「父

親又は母親が仕事を休む」、または「親族等に預ける」の２つを合わせて、約 67％を占

めています。 

○父親または母親が仕事を休むことの困難度については、60％の人が難しいと答えてい

ます。 

n=80

n=195 

非常に
難しい
12.5%無回答

27.5%

特に難しくはない
12.5%

どちらかというと
難しい
47.5%
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③ 緊急の場合の対応について（未就学児童） 

 

 

 

 

 

 

 

●緊急の場合の対応方法 

 

63

108

22

18

1

3

3
1.9%

40.4%

69.2%

14.1%

11.5%

0.6%

1.9%

0 20 40 60 80 100 120

家族が仕事を休むことにより

面倒をみた　　　　　　　　

親族・知人に預けた

（同居者を含む）　　

保育サービス等を利用した

子どもも連れていった

子どもだけで留守番させた

その他

無回答

人

 

 

●仕事を休む場合の困難度            ●親族等に預けた場合の困難度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○冠婚葬祭や保護者の病気など緊急時の場合の対応については、「家族が仕事を休む」か

「親族等に預ける」ことが多く、親族に預けた経験を持つ人は約 70％に達しています。

○また、「仕事を休む」場合は、約 73％が「難しい」と答えています。「親族等に預けた」

場合は「どちらかというと難しい」と「特に難しくはない」がともに 40％弱でほぼ同

数となっています。 

n=156

n=108 n=63 

非常に難しい
30.2%

無回答
12.7%

特に難しくはない
14.3%

どちらかというと
難しい
42.9%

非常に難しい
4.6%

無回答
20.4%

特に難しくはない
38.0%

どちらかというと
難しい
37.0%
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④ 保育サービスの利用状況（未就学児童） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○保育サービスの利用者は、57%となっています。また、利用サービスとしては認可保育
所と幼稚園が大半を占めています。 

○保育サービスを利用していない理由は、「保護者が就労していない」が最も多く、次い

で「祖父母等が見ている」、「子どもがまだ小さい」などの理由が続いています。一方、

預けたいが利用できない理由としては「保育サービスの空きがない」や「経済的理由

で利用できない」となっています。

●保育サービスの利用の有無 ●利用している保育サービスの内容 

●保育サービスを利用していない理由 

160

4

64

8

3

1

5

4

2.1%

1.7%

0.4%

1.3%

3.4%

27.0%

1.7%

67.5%

0 50 100 150 200

認可保育所

事業所内保育施設

幼稚園

幼稚園の預かり保育

子育てサポーター

ベビーシッター

その他の保育

無回答

人

74

25

1

12

13

0

1

32

8

8

0.6%

18.4%

4.6%

4.6%

42.5%

14.4%

0.6%

6.9%

7.5%

0.0%

0 10 20 30 40 50 60 70 80

（子どもの母親か父親が就労していない

などの理由で）必要がない　　　　　

子どもの祖父母や親戚の人が

みている　　　　　　　　　

近所の人や父母の友人・知人が

みている　　　　　　　　　　

預けたいが、保育サービスに空き

がない　　　　　　　　　　　　

預けたいが、経済的な理由で

サービスを利用できない　　

預けたいが、延長・夜間等の時間帯や

場所の条件が整わない　　　　　　　

預けたいが、サービスの質や場所など

納得できるサービスがない　　　　　

子どもがまだ小さいため

その他

無回答

人

n=237n=41

n=174

利用している
57.0%

無回答
1.2%

利用していない
41.8%
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⑤ 学童クラブの利用状況（就学児童） 

 

 

 

 

 

 

●学童クラブの利用の有無 

 

 

 

 

 

 

 

●学童クラブを利用していない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●学童クラブの満足度 

8.0

15.9

22.7

28.4

20.5

19.3

17.0

18.2

10.2

12.5

11.4

12.5

45.4

52.3

47.7

35.3

47.6

44.3

40.9

35.2

28.4

40.8

38.6

39.8

18.2

12.5

11.4

18.2

14.8

13.6

23.9

28.4

34.1

25.0

31.8

28.4

14.8

6.8

6.8

4.5

5.7

11.4

5.7

8.0

8.0

5.7

6.8

6.8

11.4

11.4

12.5

11.4

11.4

11.4

11.4

12.5

11.4

11.4

11.4

3.4

3.4

2.3

1.1

1.1

1.1

1.1

1.1

1.1
12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施設・設備

職員等の配置状況（人員体制）

子どもへの接し方・指導内容

行事

病気やケガの時の対応

保護者への情報伝達

悩みごとなどへの相談対応

保護者の要望・意見への対応

利用者間のネットワークづくり

事故防止や災害時避難などの安全対策

安全対策

衛生対策

大変満足 ほぼ満足 どちらともいえない やや不満 大変不満 無回答  

○学童クラブを利用しているのは約 12％となっています。 

○利用していない理由は、「現在就労していないから」が最も多く、次いで「短時間なら

子どもだけでも大丈夫」、「利用料がかかる」となっています。 

○学童クラブの満足度では、「利用者間のネットワークづくり」を除いた全ての項目で満

足傾向（「大変満足」＋「ほぼ満足」）が半数以上を占め、概ね満足としています。 

n=726

n=615

n=88

利用して
いない
84.7%

無回答
3.2%

利用して
いる
12.1%

180

2

28

3

6

57

30

65

1

225

18

4.9%

10.6%

0.2%

36.6%

2.9%

29.3%

0.3%

4.6%

0.5%

1.0%

9.3%

0 50 100 150 200 250

現在就労していないから

学童クラブを知らなかったから

近くに学童クラブがないから

学童クラブに空きがないから

学童クラブの開所時間が短いから

利用料がかかるから

子どもは放課後に習い事をしているから

放課後の短時間ならば、子どもだけでも大丈夫だと思うから

他の施設に預けているから

その他

無回答

人
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⑥ 子育て意識（未就学児童、一部就学児童） 

 

 

 

 

 

 

 

59.1

27.9

61.8

62.7

13.2

12.0

14.9

20.4

1.7

0.5

54.0

27.3

66.3

50.0

20.8

6.5

14.2

18.7

1.0

2.1

0 10 20 30 40 50 60 70

子どもがいると毎日の生活が楽しい

子育てすることが自分自身の

生きがいになる　　　　　　

子育てすることを通じて

自分自身も成長する　

負担は増えたが子育ては楽しい

子育てに対して不安に思う

（不安や悩みがあった）　　

自由な時間がなくなるなど自分を犠牲に

することが大きく負担に思う　　　 　　

生活や気持ちにゆとりがなくなった

経済的に負担に思う

その他

無回答

%

未就学(n=416)

小学生(n=726)

 
 

 

 

●リフレッシュの希望            ●父親の育児参加の状況      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○子育て意識としては、「毎日の生活が楽しい」、「自分自身も成長すると感じる」などへ

の回答が多く、負担は増えても、多くの人は楽しいと感じていることがわかります。 
○他方、「経済的な負担」や「不安や悩み」を感じている人も少なくありません。そのた

め、半分の人がリフレッシュを希望しています。 

●子育ての生活意識 

未就学児童、就学児童 

未就学児童、就学児童 

n=416 

ある
50.0%

無回答
6.5%

ない
43.5%

47.6

39.7

40.6

35.5

6.7

11.4 8.1

3.8

1.2

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学

(n=416)

小学生

(n=726)

よくしている 時々している ほとんどしない
父親はいない 無回答
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⑦ 地域の環境について（未就学児童） 

 

 

 

 

 

 

●子ども連れで外出時に困ること 

79

65

55

143

72

124

121

48

87

27

43

9

46

10

29.1%

11.5%

20.9%

6.5%

10.3%

2.2%

11.1%

2.4%

19.0%

15.6%

13.2%

34.4%

17.3%

29.8%

0 20 40 60 80 100 120 140 160

歩道や信号がない通りが多く、安全に心配があること

歩道の段差等がベビーカーや自転車の通行の妨げに

なっていること　　　　　　　　　　　　　　　　

交通機関や建物がベビーカーでの移動に配慮されて

いないこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　

トイレがオムツ替えや親子での利用に配慮されて

いないこと　　　　　　　　　　　　　　　　　

授乳する場所や必要な設備がないこと

小さな子どもとの食事に配慮された場所がないこと

買い物や用事の合間の気分転換に、子どもを遊ばせる

場所がないこと　　　　　　　　　　　　　　　　　

緑や広い歩道が少ない等、まちなみに

ゆとりやうるおいがないこと　　　　

暗い通りや見通しのきかないところが多く、子どもが

犯罪の被害にあわないか心配であること　　　　　　

周囲の人が子ども連れを迷惑そうにみること

荷物や子どもに手をとられて困っている時に

手を貸してくれる人が少ないこと　　　　　

その他

特に困ること・困ったことはない

無回答

人

 

 

○子ども連れで外出時に困ることとして、回答は多岐にわたっていますが、最も多いの

は、「トイレやオムツ替えの利用に配慮されていない」ことであり、次いで「小さな子

どもとの食事に配慮された場所がない」、「買い物等の合間に子どもを遊ばせる場所が

ない」が続いており、出かけた先の施設での小さな子どもに対する配慮が少ないこと

が多く挙げられています。 

n=416
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⑧ 地域に望むこと（未就学児童、就学児童、一般市民） 

 

 

 

 

 

     

     

 

 

 

●地域全体での子育て支援 

 

46.9

30.0

52.4

22.6

21.6

53.8

10.1

18.3

0.7

0.7

1.4

47.8

23.8

59.2

18.6

12.5

59.4

6.9

10.7

1.1

3.0

3.4

57.6

14.4

56.1

20.6

31.1

55.9

11.8

23.3

1.1

1.3

0.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

出会った時に気軽に声をかけあうなど、

積極的に子どもにかかわる　　　　　　　　

「子どもがうるさい」とか「いまどきの親」などといった

一方的な考え方を変える　　　　　　　　　　　　　　　　　

子どもが良くないことをしているのを

見かけたときは、積極的にしかる　　

子どもを対象とした遊びや活動などの

機会に積極的にかかわる　　　　　　　　

育児などで困ったことがあった場合には相談に乗る

子どもが危険な目に遭いそうな時は

手助けや保護をする　　　　　　　　　　

緊急の用事などの時に一時的に子どもをみる

子ども連れで交通機関や施設を利用する時に

困っていたら手助けする　　　　　　　　　　　　　　

その他

特にない

無回答

%

未就学(n=416)

就学(n=726)

一般(n=533)

○未就学児童、就学児童の保護者、一般市民のいずれの対象でも共通して多い回答は、「気

軽に声を掛け合う」、「良くないことをした場合積極的にしかる」、「危険な目に遭いそ

うな時は手助けや保護をする」で、地域と子どもとの積極的な関わりが望まれていま

す。 
○一方、対象によって回答にばらつきが見られるのは、「「子どもがうるさい」とか「い

まどきの親」などといった考え方を変える」で、未就学児童の保護者の回答が多いの

に対し、一般市民では少なく、意識の違いが感じられます。反対に、「困ったことがあ

ったら相談に乗る」は、一般市民に多く、就学児童の保護者では少なくなっています。
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⑨ 「子どもの生命と健康を守る」ことについて（未就学児童） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●家庭内の事故防止の工夫            ●家庭内での応急処置の学習経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

●心肺蘇生法の認知度              ●チャイルドシートの使用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○家庭内での事故防止の工夫は、約 87％が「している」に対し、応急処置の学習経験が

「ある」は約 55％に留まっています。心肺蘇生法の認知度でも、「知っている」は約

55％で低い結果となっています。チャイルドシートの使用では、約 65％が「必ず使用

している」状況にあります。 

○また、児童虐待防止法の認知度としては、内容まで知っている人は、20％に満たない

状況です。 

○かかりつけ医の有無では、未就学児童ではほとんどいる（「小児科医」＋「内科医」）

のに対し、就学児童では「特にいない」が約 10％となっています。 

○妊娠中の食生活では、「気をつけていた」と「時々気をつけていた」がほぼ半数ずつと

なっています。 

n=416 n=416 

n=416 n=416 

している
（していた）
86.8%

無回答
0.5%

していない
12.7%

知っている
54.6%

無回答
1.0%

知らない
44.5%

ある
54.6%

無回答
0.5%

ない
45.0%

必ず使用
している
65.4%

無回答
0.5%使用していない

6.7%

時々しない
こともある
27.4%
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●児童虐待防止法の認知度（未就学児童） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●かかりつけ医の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●妊娠中の食生活（未就学児童） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就学児童 未就学児童 

n=416 

n=416 n=726 

n=416 

内容を
知っている
16.6%

無回答
1.2%

聞いたこ
とがない
11.8%

聞いたことは
あるが、内容は
知らない
70.4%

小児科医
82.7%

特にいない
3.4% 無回答

0.5%その他
0.7%

内科医
12.7%

気をつけていた
48.1%

無回答
2.2%特に気を

つけていない
7.2%

ときどき気を
つけていた
42.5%

小児科医
53.9%

特に
いない
9.4%

無回答
2.5%

その他
1.1%

内科医
33.2%
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⑩ 「子どもの遊びと学びを豊かにすること」について（未就学児童、就学児童） 

 

 

 

 

●活動の参加状況・参加希望 

 

 

●地域活動等への参加状況・参加意向 

 

30.4

12.1

8.3

5.0

0.3

30.2

6.1

1.7

28.8

14.0

41.5

20.7

29.9

28.9

13.8

14.9

14.0

0.8

18.5

9.1

0 10 20 30 40 50

スポーツ活動

文化・音楽活動

キャンプ等の野外活動

ボランティア活動

ホームステイ等の国際交流活動

子ども会等の青少年団体活動

リサイクル活動等の環境分野での社会貢献活動

その他

特にない

無回答

%

参加している

参加させたい

 
 

●子どもの遊び場について感じていること 

38.7

63.5

18.8

26.7

11.5

14.7

8.4

5.0

7.7

15.9

15.6

1.9

8.7

0.7

39.1

57.6

32.5

18.2

4.1

11.7

5.5

5.0

9.5

13.5

8.0

3.2

12.1

3.6

0 10 20 30 40 50 60 70

近くに遊び場がない

雨の日に遊べる場所がない

思い切り遊ぶための十分な場所がない

遊具等の種類が充実していない

不衛生である

いつも閑散としていて寂しい感じがする

遊具等の設備が古くて危険である

緑等の自然が少ない

遊び場やその周辺の環境が悪くて、安心して遊べない

遊び場周辺の道路が危険である

遊び場に行っても子どもと同じ歳ぐらいの遊び仲間がいない

その他

特に感じることはない

無回答

%

未就学(n=416)

小学生(n=726)

 

 

○就学児童の地域活動等への参加状況・参加意向についてみると、スポーツ活動は、参

加状況、参加希望とも高い。現在は参加していないが、参加を希望するものは、文化・

音楽活動、キャンプ等野外活動、ボランティア活動などが多くなっています。 
○子どもの遊び場について感じていることは、未就学児童と就学児童は、大体似た傾向

にあり、「近くに遊び場がない」、「雨の日に遊べる場所が無い」といった回答が多く、

遊び場の不足に対する不満が強いことがうかがえます。

就学児童 

未就学児童 
就学児童 

n=726
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⑪ 思春期保健対策に関する中高生の意識と実態について（中高生） 

 

 

 

 

●喫煙経験の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

●飲酒経験の有無 

   

 

 

 

 

 

 

●ダイエットのための食事制限 

   

 

 

 

 

 

 

 

●薬物・アルコール・性等に関する知識 

65.3

69.1

32.8

28.5

29.7

23.7

33.5

32.3

4.8

30.6

35.6

6.0 1.2

0.2

3.1

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①タバコやアルコールが体に与える影響について

②シンナーや薬物が体に与える影響について

③性感染症予防について

④避妊について

よく知っている 少し知っている ほとんど知らない 無回答
 

○中高生の 5.5％は、喫煙経験があり、18.9％は飲酒経験があります。また、ダイエッ

ト経験は 21.1％となっています。薬物等に関する知識は、認識されているものの、性

感染予防や避妊については、30％強が知らないという結果となっています。 

n=418

n=418

n=418

n=418

ある
5.5%

無回答
0.7%

ない
93.8%

ある
18.9%

無回答
1.2%

ない
79.9%

ある
21.1%

無回答
0.5%

ない
78.5%
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⑫ 子育て環境に関する市への要望（未就学児童、就学児童、一般市民） 

 
 
 
 
 

25.5

59.1

13.9

17.1

13.2

70.2

28.8

74.0

6.3

14.2

6.0

63.5

4.6

0.5

0.7

18.5

42.8

12.8

0.0

0.0

38.6

12.8

59.8

4.5

12.7

4.1

57.2

3.7

2.3

4.8

30.2

45.8

42.6

19.7

10.9

44.7

27.8

67.7

8.6

19.9

17.3

52.5

3.2

0.9

0.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

親子が安心して集まれる身近な場、イベントの機会を増やす

子連れでも出かけやすく楽しめる場所を増やす

子育てに困った時に相談したり情報が得られる場をつくる

保育所を増やす

幼稚園を増やす

保育施設や学校等にかかる費用負担の軽減

専業主婦等誰でも気軽に利用できる保育サービスを提供する

夜間、休日等急病のときに対応してくれる医療機関（小児科）

を整備する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

多子世帯の優先入居や広い部屋の割り当て等、

住宅面で配慮する　　　　　　　　　　　　　

残業時間の短縮や休暇の取得促進等、企業に対して職場環境の

改善を働きかける　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

子育てについて学べる機会をつくる

育児にかかる費用の負担を軽減する

その他

特にする必要はない

無回答

%

未就学(n=416）

小学生（n=726)

一般(n=533）

○子育て環境に関する市への要望では、いずれの対象でも、子どもの健康を守る「医療

機関の整備」や経済的負担の軽減（「保育施設や学校等にかかる費用負担の軽減」、「育

児にかかる費用の負担を軽減する」）が求められており、「子連れでも出かけやすく楽

しめる場所を増やす」も多くなっています。 
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⑬ 自由意見 

     
 
 
 

 
●未就学児童の保護者 

自由意見の内容 意見数総計 256 人

Ａ．地域の中にあるもので子育て支援のために開放したほうが良いと思うもの 計 32 人

１．幼稚園・保育園  11 人

２．学校  3 人

３．体育館・公共施設  12 人

４．その他  6 人

Ｂ．あったらいいなと思う地域における交流イベントや運動  計 35 人

１．行事関係  7 人

２．習い事・体験教室  9 人

３．定例の交流  9 人

４．映画・ショー等  6 人

５．その他  4 人

Ｃ．市の子育て支援対策に関する意見やその他の意見、要望  計 167 人

１．保育サービスの充実、サービス水準  22 人

２．経済的支援、負担軽減  50 人

３．子育て環境・子育て設備の整備・充実・管理  57 人

４．福祉、教育、地域社会のあり方  6 人

５．行政への不満・注文・期待  13 人

６．医療サービス、医療施設  16 人

７．その他  3 人

Ｄ．市の情報提供について  計 22 人

１．子育て情報  10 人

２．医療情報  3 人

３．施設の情報  2 人

４．インターネット  3 人

５．その他  4 人

 

○未就学児童の保護者の意見では、各分類の中で多いのが、「Ｃ.市の子育て支援対策」

に関するもので、中でも「Ｃ.３.子育て環境・子育て設備」に関する回答が最も多く

57 人（22.3％）、次いで「Ｃ.２.経済的支援、負担軽減」で 50 人（19.5％）となって

おり、この２項目が突出しています。 
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●就学児童の保護者 

自由意見の内容 意見数総計285人

Ａ．地域の中にあるもので子育て支援のために開放したほうが良いと思うもの 計 86 人

１．学校・幼稚園・保育園  17 人

２．図書館  6 人

３．公園  12 人

４．１～３以外の施設  36 人

５．その他  15 人

Ｂ．あったらいいなと思う地域における交流イベントや運動  計 73 人

１．イベント・行事  19 人

２．交流イベント  13 人

３．スポーツ  13 人

４．施設・設備  15 人

５．親子  6 人

６．その他  7 人

Ｃ．市の子育て支援対策に関する意見やその他の意見、要望  計 99 人

１．保育サービスの充実、サービス水準  13 人

２．経済的支援、負担軽減  48 人

３．子育て環境・子育て設備の整備・充実・管理  19 人

４．福祉、教育、地域社会のあり方  7 人

５．行政への不満・注文・期待  5 人

６．医療サービス、医療施設  3 人

７．その他  4 人

Ｄ．市の情報提供について  計 27 人

１．市報  4 人

２．ホームページ  2 人

３．学校  2 人

４．情報の内容  5 人

５．その他  14 人

 

○就学児童の保護者の意見では、各分類にまんべんなく意見が出されています。 

○比較的多い意見として、「Ｃ.子育て支援対策」に関するものが多く、「Ｃ.２.経済的

支援・負担軽減」が最も多く 48 人（16.8％）となっています。 
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●中高生 

自由意見の内容 意見数総計 166 人 

１．治安  12 人

２．環境・施設・設備  44 人

３．行政への不満・注文・期待  22 人

４．学校・教育  7 人

５．アンケートの感想  66 人

６．その他  15 人

 

 

 

 

 

●一般市民 

自由意見の内容 意見数総計 201 人 

１．保育サービスの充実、サービス水準  6 人

２．経済的支援、負担軽減  50 人

３．子育て環境・子育て施設の整備・充実・管理  38 人

４．職場環境、就労環境  9 人

５．子育て情報、広報、イベント情報  9 人

６．福祉、教育のあり方  7 人

７．入園等の条件、あり方  2 人

８．行政への不満・注文・期待  36 人

９．医療サービス、医療施設  7 人

１０．子育て中の親へのアドバイス、意見  14 人

１１．結婚・出会い  8 人

１２．その他  15 人

 
 

○中高生の意見では、「５.アンケートの感想」が最も多く、次いで「２.環境・施設・設

備」となっています。 

○アンケートの感想では、アンケートの意義や将来への期待などの内容が多く、子育て

に関する関心や積極的な姿勢がうかがえます。 

○一般市民の意見では、「２.経済的支援、負担軽減」が最も多く、次いで「３.子育て環

境・子育て施設等」「８.行政への不満・注文・期待」となってます。 



結城市次世代育成支援後期行動計画 

-32- 

４．子育て懇談会の概要 
 

（１）子育て懇談会の目的 

市内で活動する子育てサークルや子育て支援を行っている関係者等で構成する「結城

子育て支援ネットワーク連絡会」の協力を得て、活動を進める上での課題や問題点等に

ついてご意見をいただき、計画策定に反映させることとします。 

 

（２）意見の概要（要旨） 

【保育サービスの供給体制について】 
○働きに出たいと思っても、保育園へ入るのが困難で幼稚園に入れています。幼稚園での

延長保育が割高なので、助成金があれば、幼稚園に行かせていても働けると思います。 

○保育サービスが多様化してきたのに、それを実現させるための人的・物的環境の不備が

就労や子育てに不安を与えているのではないかと思います。 

○保育園の入所条件の緩和を望みます。就労するのに育児中にハローワークに行くことも

困難です。ハローワークにいかずに情報を得られるとか、市が子育て中のお母さん方に

対して積極的に支援してほしいです。 

○学童保育の充実を望みます。 

○預ける場所がないと働けません。希望する保育園に入れたくても入れない人がたくさん

います。保育園を増やしてほしいです。 

○結城市の中での地域差が激しいので住みにくいです。保育園や幼稚園などを均等に配置

してほしいです。 

○ファミリーサポートはお子さんを日中預けることはできますが、夜間（宿泊を含む）預

けることができません。お年寄りにあるショートステイのようなものがあればいいなと

思います。 

○障害児のお子さんがいるお母さんからのお話で、今度小学校に入る年齢で、養護学校に

入ることは決まっていますが、夏休みなどは学童に入れたくても、あすなろ教室はお子

さんがすでにいっぱいです。結城市には１か所しかないので、そういう施設を増やして

ほしいです。 

【子育て情報・子育て相談について】 

○現在子育て中ですが、子育て支援のクラブをはじめてみて、子育てを終えてゆとりのあ

る方にもっと携わっていただき、悩みの相談や情報交換ができたらいいと思います。 

○子どもをなかなか授かれない方に対しての支援を望みます。治療に対する援助などがあ

ると思いますので、市からもわかりやすい周知や説明をしてあげてほしいです。 

【小児医療体制について】 

○医療費の免除を就学児までではなく、もう少し延ばしてほしいです。 

○結城市での夜間医療を充実させてほしいです。 

○保育園で、急に熱を出したときなどはお家の方に連絡して迎えに来てもらいますが、来

るまでの間、お子さんに水分を取らせたり冷やしたりと心配しながら待つことがありま

す。こんなときに看護師さんがいて専門的な知識で対応できれば、安心してお預かりで

きるのにと思います。 
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【子どもの遊び場について】 

○幼児から学童までが遊べる公園と屋内型施設が市内にあると、休日に家族で行けて、地

域の人と触れ合えると思います。 

○公園の除草や壊れた遊具の修理を早めにしてほしいです。 

【その他のご意見】 

○地域の環境づくりが大切で、男女共同参画社会の意識づけを強化し、子育ては両親の共

同作業であることが認識されるようになれば、育児負担も減り、出産も前向きになれる

かと考えます。 

○地域ぐるみでのレクリエーションの充実を望みます。 

○安心して自分も働けて、子どもも預けられる環境をつくってもらいたいです。 

○以前あったチャイルドシートの助成を復活してほしいです。これからは二人乗り・三人

乗り自転車に対する助成も必要になると思います。 




